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A. 研究目的 
健康医療ビッグデータをこれまでの統計解析手法に
加えてAIを適用させることにより、これまでに省み
られることのなかった事象に光をあて、医療の質の
向上・均てん化・診療支援と医療分野のイノベーシ
ョンに貢献することが期待されている。このため、
要配慮個人情報を収集し、匿名加工された医療情報
を円滑に利活用する社会的仕組みとして、医療分野
の研究開発に資するための次世代医療基盤法が施行
された。この次世代医療基盤法の認定事業者から匿
名加工医療情報を提供頂いてICT・AI技術を利用し
た研究や開発が進展することが期待されている。 
しかし、認定事業者は稼働したばかりであり、医

学研究に用いられている事例はまだない。また、機
械学習手法は多数の変数を要求する傾向がありなが
ら、匿名加工による変数削減とリスクのトレードオ
フの関係下に変数の数に制約を課せられる可能性が
あることから、匿名加工医療情報を用いた機械学習
の研究について懐疑的な見方もでている。 
本研究ではAI技術を用いた研究に関する技術的課

題を明らかにし、認定事業者を利用した研究を加速
する施策の提言につなげることを目的とする。 
 
B. 研究方法 
第二号事業者より提供された匿名加工医療情報を用
いて、差分プライバシーの観点から匿名加工医療情
報のAI研究の可能性の評価を行うことで、提供され
た情報の評価を行った。 
 
（倫理面への配慮） 
本研究は、研究に用いられた情報は匿名加工情報で
あり、個人情報を明らかにすることのない研究であ
る。なお、提供されたデータの解析には、高度に管
理されたスパコンおよび、研究者のみがアクセスで
きる、施錠された部屋に設置されたPCのみを用いて
行った。 
 
C. 研究結果 
健康医療データの利用におけるデータ保護の主要な
概念としてk-匿名化と差分プライバシーがある。今
回提供されたデータはすでにk-匿名化されたデータ
ではあるが、差分プライバシーの観点では厳密には
保護されたデータであるわけではなく、差分プライ

バシー保護を要求する国などで用いることはできな
い。このため、我々は、この2つの概念の双方を満た
すデータ加工の方法として、 (ε,k)-乱択匿名化とよぶ
新しい手法を開発した。この手法はk-匿名化と差分
プライバシーの双方の要求を満たす新しい手法であ
り、EMアルゴリズムと組み合わせることにより、高
いプライバシーレベルを保ったまま、高精度な人工
知能解析も行えることを実験を通して示した[1]。 
 この研究によって、差分プライバシー加工をk-匿
名化に加えて行う新しい匿名化手法を開発すること
に成功し、将来のデータの利活用に向けた新しい視
点を見出すことができた。また、この研究は提供デ
ータを用いて検証を行ったものであり、今回の提供
データが実際の差分プライバシー研究および人工知
能研究に活用可能な非常に有用性の高いものである
ことも明らかになった。 
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研究要旨 
本研究では AI 技術を用いた研究に関する技術的課題を明らかにし、認定事業者を利用した研究を

加速する施策の提言につなげることをめざし、実際に事業者より提供された匿名加工医療情報を

用いた、差分プライバシーの観点から匿名加工医療情報の AI 研究の可能性の評価を行った。 


